
高品位、高画質を達成するデジタルカメラRAWデータ 写真家のイメージをオフセット印刷で表現するアイワードのRAW現像技術 ＊本カタログのRAWデータは、B2判ポスターで印刷事例を発表しています。

露光から記録までのデジタルカメラフロー

デジタルカメラは、レンズを通して得られた光を撮像素子
（CCD

シーシーディー

やCMOS
シ ー モ ス

など）にて電荷に変換し、A／Dコンバーターに
よりデジタル信号に変換します。この信号をデジタル・シグナ
ル・プロセッサ（DSP）から色情報に変換し画像データ化します。
デジタルカメラ内では、DSPでの画像処理や記録メディアへ
の書き込みに時間がかかるため、連続撮影が可能なように、バ
ッファメモリーへデータを一時保存をしていきます。
ただしRAWデータは、撮像素子からのダイレクトな出力画

像データのことを差しており「現像」は、撮影後にパソコンで
専用ソフトにより行うものです。

高品位な画像が得られるRAW形式のデータ

JPEG形式の画像は、カメラ内部で既に「現像」処理が行わ
れていることと、圧縮、解凍をすることにより、画像データ
は劣化していきます。このデータをオフセット印刷用にレタ
ッチ処理をすると画質がより悪化するという特性を持ってい
ます。ノイズが発生したり縞模様のトーンジャンプなどの画
質トラブルが発生します。
RAW形式の画像は、パソコン内での「現像」時では、画質へ

の影響が最小の状態にあり、明るさやホワイトバランス、コン
トラストやシャープネス、彩度などの設定を自由に展開してオ
フセット印刷に最適な画像データを仕上げることが出来ます。

sRGBとAdobe RGB

デジタルカメラの色彩設定に「色空間」というものがありま
す。再現可能な領域を「色空間」といいますが、デジタルカメ
ラには、「sRGB」と「Adobe RGB」の色空間を設定すること
ができます。
従来のパソコンディスプレイは、「sRGB」の色域を表示す

るものしかありませんでしたが、オフセット印刷で再現が可
能な「Adobe RGB」の色空間対応が、印刷用データとして望
ましいものになっています。
アイワードでは、高品位な印刷用RAWデータを撮影される

場合には、「Adobe RGB」の色空間設定を推奨しています。

■Adobe RGBとsRGBの比較
彩やかな森林の色や南国の海のエメラルド
グリーンなど、sRGBでは再現が出来なかっ
た色空間の色味をAdobe RGBでは、カバー
することができます。
このグリーンからシアンに大きく拡大された
色域（イエローも若干の拡大があります）は、
日本の代表的な印刷標準である「JMPAカラ
ー」や「Japan color」のほぼ全ての色域をカバ
ーすることができるといわれています。
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RAW現像 明るさ調整＋16ビットTIFF形式に変換
「炭鉱遺産・産業的自然の世界（羽幌炭砿）」
撮影：五島健太郎　http://www2.odn.ne.jp/̃ckp75830

12ビットの階調を持つRAW形式のデータ

RAW形式のRGB各色階調は12ビットあり、3色全体では36
ビットの階調データを持っています。この生データを「現像」
し16ビットTIFFに画像変換しながらフォトレタッチを展開し
ていくことが可能です。この「現像」済データを印刷専用のレ
イアウトソフトなどに活用することで、素早く高品位な印刷
データを作成します。
（JPEG形式のRGB各色階調は8ビットです）

RAWデータの新画像フォーマットをサポートするDNGファイル

RAW形式のデータフォーマットは、各カメラメーカー独自
の形式で運用されており、メーカー独自のソフトウェアで開
いたり、現像するといった、ワークフローが主流でした。
このため、画像データを長期保管する場合、カメラメーカー
固有のRAWファイルを使用することはリスクを伴ったり、複雑
な印刷工程の中で異機種間のRAWファイルを共有することの困
難性が発生します。
アイワードでは、こうした問題に対応するために、アドビ

システムズ社のDNG Converterから得られる「DNGファイル」
のサポートを開始しました。これは、65機種以上のカメラの
RAWファイルを、すばやく簡単にDNG（Digital Negative）フ
ァイルに変換し純正の画像処理ソフトAdobe photoshop cs
の対応を標準化します。
Adobe photoshop cs Camera Rawプラグインでは、最

新のデジタルカメラがサポート対象として発表しています。
次のリストは最新のphotoshop csがサポートしているカメ
ラ一覧です。

■デジタルカメラの記録画像形式と撮影可能コマ数の例
記録画像形式と画質モード

JPEG
ジェイペグ

FINE
ファイン

（圧縮率1/4）

JPEG
ジェイペグ

NORMAL
ノ ー マ ル

（圧縮率1/8）

JPEG
ジェイペグ

BASIC
ベーシック

（圧縮率1/16）

TIFF
テ ィ フ

－RGB
アールジービー

（非圧縮）

RAW
ロウ

28コマ

55コマ

106コマ

9コマ

5コマ

3008×2000ピクセル

1）ニコンD100のカタログより、96MBカード使用時。撮影可能コマ数は絵柄によって異なります
2）連続撮影は、JPEG、TIFFの場合1秒間に約6コマ。RAWの場合は約4コマ可能です

補正前のRAWデータ

明るさ補正の現像結果

補正前のRAWデータ

ヒストグラム（補正前）

ヒストグラム（現像後）

ナマデータのヒストグラム（上）
は、露出アンダーのものですが、
RAW現像後に16ビットへ変換
し、画像をレタッチしました。
天空からふり注ぐ光を整えアン
バーでフォトジェニックな空間
を演出しています。

ニコンD1X レンズ15～31m/m F5.6
ISO125 シャッター1/2.5秒
ホワイトバランス　雲天－3 sRGB
画像サイズ3008×1960ピクセル

ニコン専用フォーマットのNEF
ネフ

データ
では、シャドー側がつぶれ気味でしたか
ら、ニコンキャプチャーのデジタルディ
チャンネルでシャドー部の階調を引き出
していきます。D1X特有の矩形画素形
状を考慮したシャープネス調整で画面を
構築していきます。

RAW現像 アンバーな西陽と彩やかなメリーゴーランド
「新聞連載・都市の肖像 つかめないリアル」
撮影：酒井広司

補正前のRAWデータ

ダイナミックな空飛ぶペンギンに仕上った現像結果 補正前のRAWデータ

スピード感ある現像結果

キャノンEOS-1Ds レンズ24m/m F11
ISO200 シャッター1/320秒
ホワイトバランス　太陽光　sRGB
画像サイズ：4064×2704ピクセル

西陽で撮影したRAWデータは空、樹の葉、メリーゴー
ランドの屋根の色味に変化がありますが、あえて色温
度を太陽光に設定したまま青い空、クリアな緑、カラ
フルな色彩を追求します。
デジタル画像の周辺部で目だつレンズの色収差は
photoshop csの「色収差R/C」「色収差B/Y」で補正します。

RAW現像
透明感のある鮮やかな色表現
「2004桜花」撮影：佐々木郁夫

ニコンD1X レンズ24～85m/m F13
ISO125 シャッター1/125秒
ホワイトバランス　晴天　sRGB
画像サイズ：3008×1960ピクセル

全体にねむく彩度もないNEFデータをニコンキャ
プチャーにて明度と彩度を上げ、オフセット印刷
に最適な状態に調整します。
トーンカーブを変更して花びらのハイライト部分
に透明感と調子をつけていきます。 鮮やかさ補正の現像結果

RAW現像
ダイナミックさを演出
「空飛ぶペンギン」撮影：亀田則道

キャノンEOS 1D MarkⅡ
レンズ15m/m F4.5
ISO320 シャッター1/640秒
ホワイトバランス　オート　Adobe RGB
画像サイズ：3504×2336ピクセル

ペンギンが空を飛んでいるようにダイナミックな仕上りの現像をし
ます。ハイライト部にアミ点の調子を加え、ペンギンのシャドー部
を大胆にスミ補正します。胴体のテカリが生きいきと見えるように、
水の階調と水の中のゴミや、水槽に写り込んだ撮影側の像を消去し
ます。

RAW現像
きりりとした
スピード感に

「世界選手権スーパーモタード」
撮影：佐藤敏光

ニコンD2H
レンズ300m/m＋テレコンバーター　F4.5

ISO200 シャッター1/800秒
ホワイトバランス　晴天　Adobe RGB
画像サイズ：2464×1632ピクセル

エンジンの音、風、タイヤのきしみ…臨場感を出すためには、ゴ
ーグルの中のライダーの目がキャッチポイントになります。
ヘルメットのメタリック感を保ちながら、サーキット路面のトー
ンバランスを整え画面に勢いをつけていきます。
ライダーにボリューム感を付加して完成させます。

補正前のRAWデータ

キヤノン

コンタックス

セイコーエプソン

富士写真フイルム

コダック

コニカミノルタ

リーフ

ライカ

ニコン

オリンパス

パナソニック

ペンタックス

シグマ

ソニー

●本カタログの会社名、製品名は各社の商標および登録商標です。

鮮やかな色合いと
深みのある仕上りとなった
現像結果


